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Geoff Brumfiel 

インテリジェントデザイン運動は、規模は小さいが、米国の大学生の間で力を増し

てきている。この運動については、科学と信仰のギャップを埋める動きととらえる

人々がいる反面、ほとんどの人々は積極的な興味を示さない。

Geoff Brumfiel が、運動の指導者にインタビューした。

3 月の寒い火曜日の夜にしては、出席

者の数は多かった。バージニア州最大

の公立大学であるジョージメイソン大

学の学生会館の一室には、新入生とお

ぼしき学生が 20 人ほど集まっていた。

Salvador CordovaのIntelligent De-

sign and Evolution Awareness (IDEA)

クラブの第1回の会合である。

大学生の精神に入り込むもの
Intelligent design: 

Who has designs on  
your students' minds?

「私は科学的方法には大いに尊敬の念

を抱いています」。Cordova は、熱心

に耳を傾ける学生にこう語りかけて、イ

ンテリジェントデザイン論（ID論）の概

大学構内での会合で ID論の基本原理を説明
するSalvador Cordova。
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である Stephen Meyer は話す。1999

年に最初の IDEAクラブがカリフォルニ

ア大学サンディエゴ校で創立されて以

略を説明した。大まかに言うと、進化

の過程は神のような特別な存在の手に

よって決まったというのが ID論の基本

的な考え方だ、と彼は語る。一部の生

物系が複雑すぎること、特定時期の化

石記録だけが極めて大量に存在してい

ること、そして生物種間の差異があま

りにも大きいことを自然選択だけでは

説明しきれない、という主張は、ID論

の擁護者にも反対する者にもよく知ら

れた話だ。Cordovaは、最近取得した

数学の学位を含めて大学の学位を3つ

持っている。その彼は、地球上での生物

の進化は、（知能の高い）インテリジェン

トな創造者の存在を考慮に入れるとう

まく説明できるようになると主張する。

だが、ID論の考え方を頭から否定す

る研究者は多い。「ID論は意味をなして

おらず、私にとっては注目に値する学

説ではない。推進派は、科学の知識は

不完全で、現実を十分に説明できない

部分は『インテリジェントなデザイナー』

で補足するしかないと言う。でもそれ

は、科学者に対して森羅万象を解明、

説明する努力をやめるべきだと言って

いるようなものだ」。こう語るのは、微

生物学者で米国科学アカデミー会長の、

Bruce Alberts だ。

研究者は ID論に関心を示していない

ようだが、あるいはだからこそなのか、

米国の大学生の間で ID 論が流行して

いる。その関心は、多くの場合10代半

ばごろに始まっており、大学入学前の

ティーンエージャーの75％以上が、人類

の起源において神が何らかの役割を果

たしたと考えている（右図参照）。これ

に対して、まったくの好奇心から ID論

にはまっていく者も少なくない。

「学生というのはちょうど権威に歯向

かいたい年頃で、だから ID論に興味を

そそられているのだと思います」と、

米国最大の ID 論シンクタンクである

ディスカバリー協会（ワシントン州シア

トル）の科学・文化センター（Center

for Science and Culture）ディレクター

米国のティーンエージャー（13～17歳）の見方
チャールズ・ダーウィンの進化論について、

どのように考えていますか？

証拠によって十分に裏づけら
れた科学理論である

数多くの学説のうちの1つで、
証拠による十分な裏づけは
ない

あまりよく知らない

人間は過去数百万年の間に、
より原始的な生物種から進化
したが、この過程を主導した
のは神である

人間の起源と進化について、どのように考えていますか？

神が、過去約 1万年間のある
特定の時点で、ほぼ現在のよ
うな形の人間を作り出した

人間は過去数百万年の間に、
より原始的な生物種から進化
してきたのであり、この過程
に神は関与していない

ダーウィンの進化論に対する支持率は、
教育レベルの高さに比例して上昇する
進化論は証拠によって十分に裏づけられた
科学理論であると回答した成人の割合

大 学 院 卒

大 学 卒

回答者平均

大 学 中 退

高校卒以下
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来、20ヶ所以上の IDEAクラブ支部が

米国全土の大学キャンパスで開設されて

きた。また、少数ながらも ID論の講座

を設けた大学もある。

居心地の悪さはお互い様
大学内で勢いを得てきている ID論に対

する、ダーウィン論者の反応は分かれて

いる（「意見が割れるのは想定内」20

ページ参照）。その多くは、大学内に ID

論が存在すること自体が、インテリジェ

ントデザイン運動（ID運動）を認めるよ

うなもので、一般市民の科学に対する認

識を損なう、と考えている。「ID論の擁

護派は、一般市民の科学に対する認識に

風穴を開け、科学的な説明をするのに

超自然現象の存在も使えることを人々

に納得させたいのです」。サウスイース

タンルイジアナ大学（ルイジアナ州ハモ

ンド）に所属する哲学者で、「Creation-

ism's Trojan Horse: The Wedge of 

Intelligent Design」の共著者である

Barbara Forrest はそう警告する。

これに対して、ID論を公立学校で教

えることには反対だが、大学レベルな

らば伝えてもよいのではないかと考え

るダーウィン論者もいる。「大学は実験

の場だと思います」と全米科学教育セ

ンター（カリフォルニア州オークランド）

のディレクターEugenie Scott は言う。

同センターは、公立学校での進化論教育

を推進している。「もし ID論が大学の

キャンパスで勢いを得ているとすれば、

科学者にもその責任があると言えます。

大学の教授たちは、もう少しうまく進

化論を教えることができるはずです」

と彼女は言う。

学生会館でのCordovaの講義に話を

戻すことにしよう。ここでCordovaは、

ID論にできることとできないことを丁

寧に伝えようとしている。ID論は、天

地創造などの聖書に記されている主要

な出来事を確認しようというものでは

ない。また、ほとんどの創造論者が信

じているように地球は数千年前に作ら

れたのか、それとも現在の地質学的推

定に基づく45億年前に作られたのか、

という論点に ID論は関知しない。それ

に ID論では、具体的にどの神が関与し

ていたのかの実証はせず、何らかの超

自然的現象が介入していたことを指摘

するだけだと、彼は言う。別の言い方

をすれば、「ID論に神学的要素はない」

と言う。

このように既存の創造論との明確な

区別をして議論を展開したことが、少人

数の ID論者を米国政治の最前線に送り

出す上で役立った。1987年、米国最高

裁判所は、「創造科学」が聖書の原文を

前提にしていることを理由に、学校で

の創造科学教育を義務づけるルイジア

ナ州法を無効とする判決を下した。だ

が ID論は聖書からの直接引用をしてい

ないため、キリスト教原理主義者グルー

プは、ID論をうまく使えば創造論を学

校教育に強制的に復活させることがで

きるかもしれないと考えて、これに飛び

ついた。2004年 10月、ペンシルベニ

ア州ドーバーのある教育委員会で、その

管轄内の学校のカリキュラムに ID論を

含める計画が可決された。類似の計画

は、カンザス、ミシシッピ、アーカンソー

など少なくとも6州で検討されている。

これらの計画では、教師に新たなガイド

ラインを配布し、生物の教科書で進化

論の科学的地位に疑問を呈する内容が

書かれた部分にはシールを貼ることが

含まれている。

キリスト教右派からの支持について、

ID論者のなかにもさまざまな反応があ

る。一方で、ID運動は裕福な保守派の

慈善家からの資金に大きく依存してい

る。だからこそ 1999 年のディスカバ

リー協会の資金提供勧告書には、ID論

によって「自然界を広く有神論的に理

解する立場の正しさを立証する機会が

再び与えられ」、ひいては米国の学校で

何が教えられるべきかという論点に関

する一連の論争や訴訟を行うための基

盤が形成されるだろう、という記述が

あったのだとMeyer は言う。

Meyer はこのような意識を高めたい

と考えているが、それによって問題が

生じる可能性も認めている。また、自

分たちの考え方について他の研究者の

評価を受けたり、科学界でこの説を受け

入れてもらいたいと考える ID論の研究

者たちにとって、政治的な動きはフラス

トレーションの種であり、彼らにとって

の危険な動きとなる可能性すら考えら

れる。というのも、ID論と結びついた

政治的動きが目指しているもののため

に、ID論は多くの科学者から、安物タ

キシードに身を固めた創造論程度のも

のとして即座に切り捨てられてしまう

のだ。「正直言って、ペンシルベニア州

ドーバーのケースのような一部の政策提

言にはとまどっています。我々として

は、新たな研究プログラムとしての ID

論の側面だけを見てほしいのです」と

Meyer は話す。

研究上のメリットを考慮したとして

も、ほとんどの科学者は、ID論の基盤

は不安定だと考えている。その1つの

理由は、Alberts も指摘しているように、

ID論の考え方の多くが現在の科学知識

の欠落部分を根拠としている点だ。「こ

のような欠落部分を必ず埋めてきたの

が科学の歴史なのだ」とAlbertsは話す。

たとえば、一部の細菌が動き回る際に

利用する細菌性鞭毛というくるくると

回る尾の部分は複雑すぎて、進化論だ

けでは説明がつかないというのが ID論

者の典型的な主張だ。だがそれも

Alberts によれば、「あと10～20年も

すればより多くの細菌ゲノムが解読さ
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れるようになり、細菌性鞭毛の由来が

明らかになるのは間違いない。今、そ

の研究を諦めろというのは全くもって

ばかげている」という。

信仰の危機
意外なことかもしれないが、多くの神

学者も ID論に心を乱されている。「神

学的に見ると、世俗における神の行い

は隠しておくべきものだという点で、

ID論には根本的な問題があるのです」

と語るのは、ルーテル派の神学者で、物

理学の博士号を持ち、「The Cosmos in 

the Light of the Cross」の作者でもあ

るGeorge Murphy だ。ルーテル派の

信者は、神の主たる啓示がイエス・キリ

ストを通じてもたらされたと信じてお

り、自然界には神の「指紋」が他にも残っ

ているのだとする考え方には多くの信

者が嫌悪感を抱いているという。カト

リック教徒は、神が遠い過去のある時点

において、自然界にいた人間の形状を

持つ者に霊魂を吹き込むことができた

とする考え方に基づいて進化論を受け

入れている。そして、ID論の政治的な支

援者が中心勢力を形成する福音主義キ

リスト教徒でさえもが、ID論によって

キリスト教が真正な宗教かどうか証明で

きなくなってしまう点を批判している。

それにもかかわらず、Cordova の講

義に耳を傾ける学生たちは興味を感じ

ているようだ。出席者は全員がキリスト

教徒で、その半数は科学、医学あるい

は工学の学位取得を目指している。彼ら

にとって、科学と信仰を一緒に考えるの

は全くナチュラルなことらしい。それに

多くの学生は、科学の授業が完全に世

俗的な基調で行われていることに失望

感を持っており、神を森羅万象の中心

に堂々と戻している魅力的な代替説が

ID論から得られると考えているのだ。

他方、Cordova 自身を含めて、ほぼ

反対の方向から ID論にたどりついた者

もいる。この講義に先立って、私は彼

とコーヒーを飲みながら話をした。彼は、

5年前に信仰の危機を経験した際に ID

論によっていかに救われたのかを説明

した。Cordova は高校生の頃から敬虔

なキリスト教徒だったが、ジョージメイ

ソン大学で科学と工学を学ぶうちに信

仰心が失われていくことに気づいた。

「科学の批判的思考と正確さのために、

明白な証拠なしに単に何かを信じる能

力が本当に影響を受け始めていた」と

いう。そしてそれが限界に達したのが

2000年のことだった。同じ聖書研究会

に属していた女性が、身の安全より信仰

を優先させて、当時、好戦的なイスラム

神政国家だったアフガニスタンでの秘

密のキリスト教布教活動に出掛けたの

だった。Cordova は、彼女がキリスト

教が真正な信仰であることを確かめず

に、そのような活動を奨励することを受

け入れてしまうことに悲しみを感じた

のだった。

科学的真空地帯
そこでCordovaは、それまでに受けた

科学教育の成果を活用して、答えを見

つけようとした。「もし純粋に科学的な

方法を用いて自分の信仰のわずかな一

部分でも実証できれば、高い知的満足

が得られるだろうと考えたわけです」。

それ以来 Cordova は、宇宙科学と ID

論についての書籍を読みあさり、ID運

動の主な推進者となり、公開討論会で

考え方を示し、オンラインチャットで進

化論に異議を唱え、ジョージメイソン大

学やバージニア州内のいくつかの大学

で IDEAクラブを創立した。

Cordovaの話は、多くの研究者が考

える以上にありふれた話だとカンザス州

立大学（同州マンハッタン）の地質学者

で、福音主義キリスト教徒であるKeith 

Miller は言う。「多くの学生が、信仰に

ついて大きな矛盾を感じる時期にさしか

かっているのだと思います。もともと科

学に興味を持っている場合にこの傾向が

特に強く出ます」。大学生活の結果、信

仰を捨ててしまった学生をMiller は何

人も知っている。「彼らは、創造の意味

に関する特定の1つの考え方と自らの

信仰を重ね合わせたがために、イエスか

ノーかしかない状況に陥ってしまったの

です。ID論は、そこに別の考え方を与

えてくれると思います。ただし私は、そ

れが良い考え方だとは思いませんが

……」

ところが、大学で講義を行う教官たち

は、学生が信仰と科学の折り合いをつけ

られるような別の考え方をほとんど提示

してくれない。問題の一部は時間的制約

にもある、とジョージメイソン大学で個体

群生態学を研究する Larry Rockwood

は言う。「院生を指導して、自分の研究

を進め、学部での講義をちゃんと行わ

なければならないというプレッシャーが

あるのです。学部生のクラブに関わる

ことにどんなメリットがあるでしょう

か。さほどのメリットはないと思います」

より根本的な問題は、ほとんどの教

官が信仰心の非常に厚い学生の扱い方

を把握しきれていないことにあると

ウィスコンシン大学マジソン校で植物病

理学を研究する Jo Handelsman は言

う。「そのような学生と個別に話をして

いると、私のような立場の人間が、学

生がそれまでに家庭や教会で教えられ

たことを変えさせることはできないの

ではないか、と感じるのです。どこま

 

ルーテル派の信者George Murphyは神学
的理由から ID論を拒絶する。
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でが許されて、どこからが許されない

のか、どの程度、学生の感情を害して

も許されるのかという点でかなりの混

乱が起きていると思います」

おそらく米国内で最も注目を集めて

いるダーウィン論者の Scott は、この問

題に取り組むことのできない科学者た

ちに失望している。「『これは神とは無

関係の話だ』とは言われたくないとア

メリカ人が感じていることが、ここでの

ポイントです。ID論者は、この感情に

沿って進化を説明しているのです」。科

学者は、科学は超自然現象の説明を目

指していないこと、そして科学には宗教

と抵触する要素が内在していないこと

意見が割れるのは想定内
Intelligent Design and Evolution 

Awareness（IDEA）クラブは、そもそも

最初から議論しやすい環境作りを目的

としていた。1989年にカリフォルニア

大学サンディエゴ校で最初のIDEAクラ

ブ（写真下）を創立した Casey Luskin

はそう話す。

「私たちは、この論点のあらゆる側面

をみんなに知らせたいので、実際にダー

ウィン論者をクラブに招待して自然選

択の話をしてもらうこともあります」。

現在 Luskin は、米国内の大学キャンパ

スでのグループ設立を支援する IDEA 

Center という小規模な非営利組織をサ

ンディエゴで運営している。

このような講義依頼を受けた時、研

究者は慎重に対応すべきだと進化論者

は言う。もしインテリジェントデザイン

論者との公開討論会への出席を求めら

れた場合は、「欠席」というのが最も賢

明な対応だ、とミシガン州立大学（同州

イーストランシング）で科学哲学を専攻

するRobert Pennockは主張する。「公

開討論会は、科学的論点について討論す

るための場としてふさわしくなく、そこ

で十分に科学的な対応をすることは不

可能だ。特に素人の聴衆相手では無理

な話だ」

「正式の討論会というのは、科学を研

究する方法ではありません。でも、科学

者が学生との会合に参加して、真の科

学の内容を教えるのは適切なことだと

思います」。こう語るのは全米科学教育

センター（カリフォルニア州オークラン

ド）のディレクターEugenie Scott だ。

そしてまさにそのことをここ数年間

実践してきたのが、オクラホマ大学（同

州ノーマン）の動物学科に所属するVictor 

Hutchisonたちだ。「創造論者と公開討

論するつもりはありません。しかし、

同僚の教官や院生には、創造論者の会

合に出席して、反対の立場での討論を

展開することを奨励しています」

インテリジェントデザイン論を支持す

る大学生たちは、科学者の出席につい

て多かれ少なかれ寛容な態度をとって

いる。「礼儀をわきまえた態度を保って

をもっとしっかり説明する必要がある、

と彼女は主張する。「大学教授は、目的、

偶然、原因、構想（design）といった

事柄を話す際には、話の仕方に十分注

意する必要があるのです。そこには教室

にいる『子供たち』を思いやる気持ち

が必要なのです」

ジョージメイソン大学の学生会館の一

室では、Cordova の講義が終わろうと

している。彼は、キャンパス内で ID論

を普及させるための次のステップを計

画している。無神論者の学生グループ

Campus Freethinkers の委嘱によっ

てCordovaが実施した意識調査によれ

ば、75％の学生が、ID論の講座があれ

ばその受講に興味があると回答してい

る。この調査結果が、大学の事務当局

による講座開設に役立ってほしいと

Cordovaは言う。「どこかのキャンパス

で ID論の講座ができることを切望して

います。学生たちに理論を教え込みた

いのではありません。ただ、ID論を知っ

て欲しいというのが願いなのです」

自分自身の将来についてCordovaは、

科学研究の道を歩みたいと語った。来

年、彼は大学院に進学して宇宙科学を

研究したいと考えている。 ■

Geoff Brumfiel は主に物理科学を担

当するNature のワシントン特派員。

いれば、科学者が提起する質問によっ

て参加者が啓発されることもありま

す」。こう語るのは、オクラホマ大学の

4年生（哲学専攻）で、IDEA支部長をつ

とめるRussell Hunter だ。しかし、科

学者が極めて鮮明な対決姿勢を見せて

しまうと、逆効果になることもある、

と彼は付言する。「もし誰かがやって来

てどなり合いを始めてしまうと、我々

の会員は、アメリカにおける宗教の役割

拡大を確実に阻むための政治運動に加

担している人々がインテリジェントデザ

イン論に反対しているのだという確信

を強めてしまうだけなのです」
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